
調査小項目 調査の視点/調査事項 必要なデータ

｢エ」国側投入（CP配置、機
材、予算、運営費等）は、
計画どおり実施されたか？

日本側投入（専門家、CP
研修、機材、運営費等）
は、計画どおり実施された
か？

1-1 モデル地区と実践的パイロット
区画の無収水削減対策の進捗状況

1-2 無収水削減技術にかかる研修
の進捗状況

1－3 　住民啓発活動の進捗状況

2－1　無収水削減対策の見直し状
況

2－2　無収水削減計画策定の研修
の進捗状況

付属資料３　評価グリッド
実績（Performance)の検証

投入の実施状況

アウトプットの達成状況
アウトプット2：
「ANDAの無収水削減計画
策定能力が向上する」は達
成されたか？

アウトプット1：
「ANDAの無収水削減技術
能力が向上する」は達成さ
れたか？

・　2009年第2年次の広報活動は、アクションチームが活動を行うモデル区画の住民を対象として活動内容や活動スケジュールを知らせるもので、比較的限定的な活動であったが、
第3年次においては、広報活動対象をパイロット区画の住民だけでなく、本技術協力プロジェクトの活動内容を広く知らせるための活動として、プロジェクトを紹介するパンフレット、略
称、ロゴ、プロジェクトウエアが作成された。（報告書）
・　ANDA車にスピーカーを付けて、広報活動を行った。最初、人々は、計量メータを付けることによって、さらに高額の請求書を送ってくるのではないかと想像したが、後になり、
ANDAが事業の効率性を拡大するために行っていることだと分かった。首都圏支局では、モデル区画及びパイロット区画では、漏水管理を行ったことから、間欠給水が無くなった。
（インタビュー）

・　プロジェクト開始後、すぐに、ANDA本部に無収水削減マネジメントチームが結成された。（報告書）
・　チーム全員が問題の抽出、問題点のグループ化・整理活動に参加し、無収削減計画の基礎となる、現行の無収水対策が把握されたが、その際には、300以上の問題（どちらかと
言うと、運営・管理及び技術的な弱点）が挙げられた。（CPインタビュー）

・　第3年次までに、無収水削減計画（案）策定の方法について10回の研修を実施した。カウンターパートは、無収水削減長期計画に含まれるべき内容、情報、留意点などについて
理解を深めた。かつ、無収水削減のための技術的な対応、水道メータ検針から、料金徴収といった、ソフト的な対策等の内容について知見を深めることができた。（報告書）

調査結果

 「エ」国側：　(1) CPは45名、JCCメンバーは8名、(2)CPコストはUS$353,770（プロジェクト開始以降の首都圏支局、中央支局、治安コストを含むが、2010年度の西部支局のコストは含まれない）、（3）オフィススペース（オ
フィス家具を含む）（ANDA国際協力局長）（専門家チーム）

日本側：（1）専門家は7名、（2）本邦研修（コースA：　水道事業運営、コースB:　無収水削減対策、コースC：　節電対策）への参加者は21名、（3）機材供与（リスト参照）、（機材調達は、基本は現地（ＪＩＣＡ）超他のほか
に、一部、本部調達もある。）（4）ローカルコストは7,652,270円（専門家チーム）

・　ＮＲＷ対策は、今まで、ＡＮＤＡでは、全く行われていなかった。マクロメータ（幹線メータ）がついていても、うまく、計算されておらず、区画でどの程度、水が使用されたか分からな
い。（専門家）
・　モデル区画の選定は、実は大変な作業であった。多数の候補地中のから、モデル区画の規模、排水管に関する図面などを見て、候補地として適切と思われる地域を選び、視察
を行い、最終候補地として適切であると思われても、治安の悪い地域はプロジェクトの実施に適さなかったため、思った以上に時間を必要とした。（専門家）
・　図面の入力は、ある程度は行われているが、排水管の図面のないところが多い。また、ドナーによる支援で図面が残っていても、フォローアップができていなかった。（専門家）
・　アクションチームは、プロジェクト開始後、すぐに結成され、モデル区画の対象3支局の管網状況の把握、無収水削減に必要な基礎情報の収集・分析を行った。
・　2010年5月、モデル区画の活動は、一連の現場での無収水対策活動が終了した。しかし、あまりに漏水が多いため修理が追いつかず、無収水率の達成度は平均35％であったた
め、中間評価時点では、実践的パイロット区画での指標を50％→35％に変更した。（中間レビュー）
・　実践的パイロット区画における無収水削減対策は、首都圏支局、中部支局ともに終了しており、中部支局では、コストベネフィット（費用対効果）の分析を行っているところである。
西部支局では、面積が広かったため、工事費が不足し、作業員の配置及びバルブ等の資材の到着が遅れ、まだ、終了していなかった。終了時評価団との夜間最小流量測定及び
漏水修理も予定されていたが、大雨のためにキャンセルになった。西部支局のプロジェクトは、11月中には終了する見込みである。（CPインタビュー）
・　無収水率は平均49％（首都圏支部44％、中部支部51％）に達し、目標としていた35％を上回る指標を達成した。（報告書）（CPインタビュー）
・　夜間に最少流量測定を計る：　プロジェクト前と後を計ることによって、効果が分かる。夜間に図る理由は、一般に使用されていないので。「夜間作業」は12時～5時まで、ＡＮＤＡ
では初めての作業である。（ＡＮＤＡのセキュリティーとＰＮＣの警備。)（専門家）

・　無収水削減マニュアル（これまでにモデル区画や実践的パイロット区画での活動に先立って実施された研修やワークショップ、技術移転訓練等で使用されたパワーポイント、マ
ニュアル等をまとめ、「エ」国使用の教材として指標出来るように作成する）は、各支局ごとに分担して作成しているが、本プロジェクト終了時までには、完成する予定であり、既に下
書きは、2011年7月に完成している。（報告書）（CPインタビュー）
・　キャパシティションには、報告書の作成方法も含まれており、それが良かったとの意見もあった。（CPインタビュー）
・　本邦研修（コースA：　水道事業運営、コースB:　無収水削減対策、コースC：　節電対策）は、中間評価以前に終了している。（報告書）

2－3　無収水削減対策の実施結果
を基にした全体の無収水削減対策
長期計画（案）の策定状況

3－1　パイロット施設の設定と節電
対策の実施状況

3－2　節電計画（案）及び水運用シ
ステム改善（案）の作成状況

3－3　節電計画に係るマニュアルの
作成と研修状況

アウトプット4：
「ANDAの下水道整備計画
策定能力が開発される」は
達成されたか？

4－1　下水道計画・処理技術に係る
マニュアルの作成と研修状況

指標
1－1　モデル区画における無収水
率が半減したことを示すデータ

指標
1－2　実践的パイロット区画におけ
る無収水率が35％削減されたことを
示すデータ

2－1ANDAの無収水削減対策長期
計画（案）

3－1　パイロット施設における電力
消費量が削減されたことを示すデー
タ

3－2　既存上水道施設の節電計画
（案）

3－3　節電対策マニュアル

4－1　下水整備計画策定マニュア
ル

上位目標達成の見込み

プロジェクト終了後5年以内
に、プロジェクトのもたらし
たアウトカムを用いて、
「ANDAの上水道事業の効
率的な運営管理能力が強
化される」見込みがある
か？

無収水削減対策長期計画（案）に対
するANDAの承認

プロジェクト目標達成の見
込み

プロジェクト終了時までに、
「ANDAの上水道施設維持
管理能力が向上する」見込
みがあるか？

・　第3年次には、無収未う削減対策長期計画（案）策定を可能とするための研修として、長期計画（案）の大まかな構成・目次案（章建て）をチームで協議し、専門家が章ごとに研修
教材を作成し、研修を行い、チームメンバーは、重要ポイントをまとめた。（報告書）
・　無収水削減対策を基に、長期計画（案）を作成した。計画は、2011年～2016年（計画予算は5年）となっているが、実際は、首都圏支局では、本計画では、地域支局に関しては12
年で25%まで削減、首都圏支局に関しては、25年で25％まで削減することを目標とする。（CPインタビュー）

アウトプット3：
「ANDAの節電計画策定能
力が強化される」は達成さ
れたか？

・　水運用システ改善計画（案）、既存水道施設（浄水場、ポンプ場）の節電計画（案）ともに作成されている。（インタビュー）
・　水運用計画は、配管から始まり、ＣＡＤにインプットして計算する、フロー図である。（専門家）

・　2010年7月にチームメンバーによるワークショップ形式で、マニュアルの項目を選定し、それぞれの担当者を割り振り、2011年2月、節電対策マニュアル（第1ドラフト）が完成した。
（報告書）（CPインタビュー）
・　節電マニュアルは、今後、ANDAの技術スタッフにより精査され、ワークショップを通じ、対象地域外のANDA職員への内容が周知される予定である。（報告書）（CPインタビュー）
・　本マニュアルは、計画を作成するための「指針」である。（専門家)

・　モデル区画では、あまりに漏水が多いため修理が追い付かず、無収水率の達成度は平均35％であった。中間評価時点で、実践的パイロット区画での指標を50％→35％に変更
した。（中間レビュー）

・　実践的パイロット区画の無収水率は平均49％（首都圏支部44％、中部支部51％）に達し、目標としていた35％を上回る指標を達成した。（CPインタビュー）

・　2008年と2009年の2年間で、下水道計画チーム組織の編成、現状調査・下水道整備計画策定にかかる問題の分析、マニュアルの作成と研修の実施を終えた。（報告書）（CPイン
タビュー）
・　マニュアルは、既に、8カ所で計画は使用されている。（CPインタビュー）

・　第2年次、2009年10月6日、下水道施設整備計画策定マニュアルに関するセミナーがANDAにより開催された。すべての活動を第2年次において完了した。（報告書）（CPインタ
ビュー）

・　見込みはある。「無収水削減対策長期計画（案）」「節電計画（案）」は、ANDAの理事会の承認を得ることにより、中央政府に予算請求を行うことができるようになる。一方、ANDA
では、既に、無収水削減対策長期計画（案）に沿って、2012年度までに30万個の水量メーターを購入する予定を立てており、2010年4月には、9万個を購入し、今年度中には、さらに
175,000個を購入する計画である。（CPインタビュー）
・　また、「無収水削減マニュアル」、「節電マニュアル」、「下水道整備計画策定マニュアル」もANDA理事会の承認を得ることで、ANDAの事業として正式化される。他方、「下水道整
備計画策定マニュアル」は、既に、8カ所で活用されている。（CPインタビュー）

・　策定されている。（ANDA理事会の承認待ち）（CPインタビュー）

・　パイロット施設1（ANDA本部ビル受変電施設）では、電力使用時の力率改善のためのコンデンサーを設置し、力率が以前の76.7％から92.6％に向上した。これによって、毎月支
払っていた90％を下回る低力率に課せられる課徴金が不要になった。パイロット施設2（Caites del Diabloポンプ場）では、ポンプ速度制御装置を設置し、１日約533kWhが削減され、
投資コストは、約2年2カ月で回収されることが分かった。パイロット施設3（El Socorroポンプ場）でも、1カ月に6,300 kWhが削減され、投資コストは、約2年1カ月で回収されることが分
かった。パイロット施設4（La Universitariaポンプ場）でも、対策後は、対策前に比べ約11％の節電を達成した。（報告書）

・　策定されている（ANDA理事会の承認待ち）（CPインタビュー）

・　策定されている（ANDA理事会の承認待ち）今後、ANDAの技術スタッフにより精査され、ワークショップを通じ、対象地域外のANDA職員への内容が周知される予定である。（CPイ
ンタビュー）

・　節電チームは、2008年に新しく発足された省エネ化のユニット長がチーム長を務めている。ANDAでは、電気代が6割以上、経営課題、悪い力率によるペナルティの改善、電力会
社との問題などが長期にわたって存在していたが、技術的な改善の努力は行われてこなかった。電力効果に関して、ＡＮＤＡは、電気代を下げることだけに関心があり、事業を行い
つつ、サービスを行うことは、あまり、考えられていなかった。（専門家）
・　実際にデーターを計ったことがないので、その計り方、基本データの作成方法の指導も含めて行った。（専門家)
・　2009年8月から10月まで3つのパイロット施設とそれぞれに適用する節電対策手法が選定された。2010年2月～3月にかけて調達した節電対策機器が、それぞれのパイロット施設
に設置された。（報告書）
・　すべてのパイロット施設で、節電効果及びコストベネフィットが確認できた。パイロット施設1（ANDA本部ビル受変電施設）では、電力使用時の力率改善のためのコンデンサーを設
置し、力率が以前の76.7％から92.6％に向上した。これによって、毎月支払っていた90％を下回る低力率に課せられる課徴金が不要になった。パイロット施設2（Caites del Diabloポ
ンプ場）では、ポンプ速度制御装置を設置し、１日約533kWhが削減され、投資コストは、約2年2カ月で回収されることが分かった。パイロット施設3（El Socorroポンプ場）でも、1カ月に
6,300 kWhが削減され、投資コストは、約2年1カ月で回収されることが分かった。パイロット施設4（La Universitariaポンプ場）でも、対策後は、対策前に比べ約11％の節電を達成し
た。　（報告書）（CPインタビュー）
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2－3　無収水削減対策の実施結果
を基にした全体の無収水削減対策
長期計画（案）の策定状況

3－1　パイロット施設の設定と節電
対策の実施状況

3－2　節電計画（案）及び水運用シ
ステム改善（案）の作成状況

3－3　節電計画に係るマニュアルの
作成と研修状況

アウトプット4：
「ANDAの下水道整備計画
策定能力が開発される」は
達成されたか？

4－1　下水道計画・処理技術に係る
マニュアルの作成と研修状況

指標
1－1　モデル区画における無収水
率が半減したことを示すデータ

指標
1－2　実践的パイロット区画におけ
る無収水率が35％削減されたことを
示すデータ

2－1ANDAの無収水削減対策長期
計画（案）

3－1　パイロット施設における電力
消費量が削減されたことを示すデー
タ

3－2　既存上水道施設の節電計画
（案）

3－3　節電対策マニュアル

4－1　下水整備計画策定マニュア
ル

上位目標達成の見込み

プロジェクト終了後5年以内
に、プロジェクトのもたらし
たアウトカムを用いて、
「ANDAの上水道事業の効
率的な運営管理能力が強
化される」見込みがある
か？

無収水削減対策長期計画（案）に対
するANDAの承認

プロジェクト目標達成の見
込み

プロジェクト終了時までに、
「ANDAの上水道施設維持
管理能力が向上する」見込
みがあるか？

・　第3年次には、無収未う削減対策長期計画（案）策定を可能とするための研修として、長期計画（案）の大まかな構成・目次案（章建て）をチームで協議し、専門家が章ごとに研修
教材を作成し、研修を行い、チームメンバーは、重要ポイントをまとめた。（報告書）
・　無収水削減対策を基に、長期計画（案）を作成した。計画は、2011年～2016年（計画予算は5年）となっているが、実際は、首都圏支局では、本計画では、地域支局に関しては12
年で25%まで削減、首都圏支局に関しては、25年で25％まで削減することを目標とする。（CPインタビュー）

アウトプット3：
「ANDAの節電計画策定能
力が強化される」は達成さ
れたか？

・　水運用システ改善計画（案）、既存水道施設（浄水場、ポンプ場）の節電計画（案）ともに作成されている。（インタビュー）
・　水運用計画は、配管から始まり、ＣＡＤにインプットして計算する、フロー図である。（専門家）

・　2010年7月にチームメンバーによるワークショップ形式で、マニュアルの項目を選定し、それぞれの担当者を割り振り、2011年2月、節電対策マニュアル（第1ドラフト）が完成した。
（報告書）（CPインタビュー）
・　節電マニュアルは、今後、ANDAの技術スタッフにより精査され、ワークショップを通じ、対象地域外のANDA職員への内容が周知される予定である。（報告書）（CPインタビュー）
・　本マニュアルは、計画を作成するための「指針」である。（専門家)

・　モデル区画では、あまりに漏水が多いため修理が追い付かず、無収水率の達成度は平均35％であった。中間評価時点で、実践的パイロット区画での指標を50％→35％に変更
した。（中間レビュー）

・　実践的パイロット区画の無収水率は平均49％（首都圏支部44％、中部支部51％）に達し、目標としていた35％を上回る指標を達成した。（CPインタビュー）

・　2008年と2009年の2年間で、下水道計画チーム組織の編成、現状調査・下水道整備計画策定にかかる問題の分析、マニュアルの作成と研修の実施を終えた。（報告書）（CPイン
タビュー）
・　マニュアルは、既に、8カ所で計画は使用されている。（CPインタビュー）

・　第2年次、2009年10月6日、下水道施設整備計画策定マニュアルに関するセミナーがANDAにより開催された。すべての活動を第2年次において完了した。（報告書）（CPインタ
ビュー）

・　見込みはある。「無収水削減対策長期計画（案）」「節電計画（案）」は、ANDAの理事会の承認を得ることにより、中央政府に予算請求を行うことができるようになる。一方、ANDA
では、既に、無収水削減対策長期計画（案）に沿って、2012年度までに30万個の水量メーターを購入する予定を立てており、2010年4月には、9万個を購入し、今年度中には、さらに
175,000個を購入する計画である。（CPインタビュー）
・　また、「無収水削減マニュアル」、「節電マニュアル」、「下水道整備計画策定マニュアル」もANDA理事会の承認を得ることで、ANDAの事業として正式化される。他方、「下水道整
備計画策定マニュアル」は、既に、8カ所で活用されている。（CPインタビュー）

・　策定されている。（ANDA理事会の承認待ち）（CPインタビュー）

・　パイロット施設1（ANDA本部ビル受変電施設）では、電力使用時の力率改善のためのコンデンサーを設置し、力率が以前の76.7％から92.6％に向上した。これによって、毎月支
払っていた90％を下回る低力率に課せられる課徴金が不要になった。パイロット施設2（Caites del Diabloポンプ場）では、ポンプ速度制御装置を設置し、１日約533kWhが削減され、
投資コストは、約2年2カ月で回収されることが分かった。パイロット施設3（El Socorroポンプ場）でも、1カ月に6,300 kWhが削減され、投資コストは、約2年1カ月で回収されることが分
かった。パイロット施設4（La Universitariaポンプ場）でも、対策後は、対策前に比べ約11％の節電を達成した。（報告書）

・　策定されている（ANDA理事会の承認待ち）（CPインタビュー）

・　策定されている（ANDA理事会の承認待ち）今後、ANDAの技術スタッフにより精査され、ワークショップを通じ、対象地域外のANDA職員への内容が周知される予定である。（CPイ
ンタビュー）

・　節電チームは、2008年に新しく発足された省エネ化のユニット長がチーム長を務めている。ANDAでは、電気代が6割以上、経営課題、悪い力率によるペナルティの改善、電力会
社との問題などが長期にわたって存在していたが、技術的な改善の努力は行われてこなかった。電力効果に関して、ＡＮＤＡは、電気代を下げることだけに関心があり、事業を行い
つつ、サービスを行うことは、あまり、考えられていなかった。（専門家）
・　実際にデーターを計ったことがないので、その計り方、基本データの作成方法の指導も含めて行った。（専門家)
・　2009年8月から10月まで3つのパイロット施設とそれぞれに適用する節電対策手法が選定された。2010年2月～3月にかけて調達した節電対策機器が、それぞれのパイロット施設
に設置された。（報告書）
・　すべてのパイロット施設で、節電効果及びコストベネフィットが確認できた。パイロット施設1（ANDA本部ビル受変電施設）では、電力使用時の力率改善のためのコンデンサーを設
置し、力率が以前の76.7％から92.6％に向上した。これによって、毎月支払っていた90％を下回る低力率に課せられる課徴金が不要になった。パイロット施設2（Caites del Diabloポ
ンプ場）では、ポンプ速度制御装置を設置し、１日約533kWhが削減され、投資コストは、約2年2カ月で回収されることが分かった。パイロット施設3（El Socorroポンプ場）でも、1カ月に
6,300 kWhが削減され、投資コストは、約2年1カ月で回収されることが分かった。パイロット施設4（La Universitariaポンプ場）でも、対策後は、対策前に比べ約11％の節電を達成し
た。　（報告書）（CPインタビュー）
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調査小項目 調査の視点/調査事項 必要なデータ

活動実施状況
活動は計画どおりに実施さ
れたか？

活動の実施状況

技術移転
技術移転の方法に問題は
なかったか？

技術移転の内容、技術移転の時
期、CPの人数と名前

モニタリングは、どのように
行われたか？モニタリング
の結果は、プロジェクトの
活動にどのように反映され
たか？

モニタリングの体制、その利用状況

意志決定プロセスに関し
て、活動の変更、軌道修正
及び人員の選定等にかか
る決定はどのようなプロセ
ス（いつ、どのように等）で
なされたか？

意志決定プロセス、それに起因する
問題点

プロジェクト内のコミュニ
ケーションはどのように行
われたか？（連絡の頻度、
方法等）

コミュニケーションの仕組み、共同で
取り組む課題の解決方法

カウンターパート
適切なカウンターパートが
配置されたか？

配置されたCPの人数、専門分野、
ポジション、配置時期等

オーナーシップ
実施機関やカウンターパー
トのプロジェクトに対する認
識は高いか？

｢エ」国側責任者の意識と参加の度
合い、「エ」国側の予算・人員配置状
況

その他

プロジェクト実施過程で生
じた問題や、発揮発現に影
響を与えた問題はあった
か？その原因は何か？

プロジェクトの実施過程で提示され
た問題点と原因・及びその対処の状
況

（実績の検証を参照）

・　実施チーム（各テーマ別：無収水削減技術、無収水削減計画策定、節電対策、下水道計画策定）とのミーティング、現場での作業は、必ず記録を残すシステムを起用し、ANDAが
今後それらの記録を蓄積できるようにした。NRW西部では、毎月ミーティングを行おうとしていたが、従来の日々の仕事も有るため、次第に必要があるときに、集まるようになった。
（報告書）（CPインタビュー）
・　本プロジェクトには、日本人専門家（チーフアドバイザー、無収水管理、無収水削減技術、水道施設管理、水道用管理、施設管理、下水道計画）が短期にシャトル的に派遣されて
おいる。専門家とは、通訳を通じ、コミュニケーションを図り、専門家が日本に滞在中には、スカイプ、メール等を通じ、コミュニケーションを行った。問題はなかった。（専門家）（インタ
ビュー）
・　専門家が常にいてくれると良い（CPインタビュー）が、専門家からは、依存度を少なくするためにも、シャトル型でも、問題はない（専門家）

・　プロジェクトのCPとして、無収水削減マネジメントチームのリーダーは技術部長、無収水削減アクションチーム（3チーム）のリーダーは各地域支局長、節電対策チームのリーダー
は首都圏支局長、下水道計画チームのリーダーは技術部長が配置され、プロジェクトディレクターにはANDA総裁、プロジェクトマネジャーには技術部長、プロジェクト副マネジャーに
は3地方支局長が任命された。（報告書）
・　日本人専門家の高い知識。（CPインタビュー）

・　専門家チームは、当初より、ANDAのプロジェクトに対するオーナーシップを強調した。（報告書）
・　ANDAの財務的制限にかかわらず、プロジェクトの活動を実施するために、大部分の必要な予算が支払われた。プロジェクト開始時には、（予算は前年度に申請するため）、プロ
ジェクトの予算編成に間に合わなかったが、後になり、予算が編成された。(中間評価質問票ANDA回答）
・　ANDAは、NRW削減に大きな関心を持っているからこそ、CPコストを支払うことに合意した。（CPインタビュー）

・　NRW削減対策のモデル区画を選択する際に、専門家の治安に関し、厳しい制限があったため、サイトの選択に時間がかあった。（専門家）（インタビュー）
・　中部支局では、パイロットサイトに変更があり、開始が遅れたほか、ハリケーンIDA（2010年）により、実施も遅れたが、最終的には期間内に終了することができた。（インタビュー）

実績プロセス（Implementation Process)の検証

調査結果

・　業務開始時におけるインセプションレポートの協議・合意、事業実施中の進捗報告とその後の活動計画の協議及び関連省庁間の情報交換を目的として、合同調整委員会が設
置され、合計6回の合同調整員会が開催された。（①2009年2月18日（インセプション）、②2009年6月10日（ANDA幹部へのオリエンテーションと2年次の計画説明）、③2010年6月18
日（3年目の計画説明）、④2010年10月26日（中間評価報告）、⑤2011年3月（3年次の達成）、⑥2011年6月30日（4年次の計画オリエンテーション）（専門家）⑦2011年10月（終了時評
価）

・　2010年10月に中間レビューが行われ、進捗状況の確認を行った。中間レビューでは、PDMの修正も、POの改定も必要がないことが確認され、プロジェクトの中間時期ではある
が、「インパクト」及び「自立発展性」が確認された。ただし、成果1に関しては、指標を設定した目標値を修正した。（中間レビュー）

・　問題はなかった。（CPインタビュー）
・　NWR削減のモデル区画では、必要な費用と時間をかけJICA専門家主体で活動計画を策定し、将来あるべき姿を示せるように一連の技術移転を行い、実践的パイロット区画で
は、本プロジェクトが完了した後もANDAが、独自に、持続的に無収水対策を実施していけるような区画として、ANDAが主体となって計画策定を行い実施した。この方法は、ANDA側
からも高い評価を得た。（CPインタビュー）
・　実践的パイロット区画を行うことで、念入りに二段階に指導した。（専門家）
・　研修では、チーフアドバイザー、無収水管理、無収水削減技術、水運用管理のキーパーソンとなる専門家に加えて、関連スタッフを対象に座学形式のプレゼンテーションやディス
カッション形式による講義、現場での実習を伴い、座学と実践がお互いに補完的関係となるようした。（専門家）この方法により、行う実際の作業が分かりやすかった。（CPインタ
ビュー）

マネジメント体制－
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評価5項目

調査小項目 調査の視点/調査事項

必要性

プロジェクト目標（「ANDAの
上水道維持管理能力が向
上する」）・上位目標
（「ANDAの上水道事業の
効率的な運営管理能力が
強化される」）は、ANDAの
ニーズに合致していたか？

「エ」国の開発政策との整
合性はあったか？

日本の援助政策、JICA国
別事業実施計画との整合
性はあったか？

プロジェクトは、「エ」国の上
下水道分野の開発課題に
対する効果を上げる戦略と
して適切だったか？（アプ
ローチ、対象地域の選択、
他ドナーとの援助協調によ
る相乗効果等）

日本の技術の比較優位は
あったか？（日本のノウハ
ウ、経験を生かせた協力
内容だったか？)

CP機関・ターゲットグルー
プ選定は適切だったか？
（対象、規模等）

1　妥当性（Relevance)プロジェクトの実施は妥当であったか？

優先度

手段としての適切性

・　法律により、ANDAは、上下水道管轄の組織とされている。（ANDA法）
・　本プロジェクトでは、東部支局は、含まれなかったが、中部支局の3つめのプロジェクトサイトであるケサルテペッケ市のNRW削減事業は、西部支局と一緒に行っているほか、ANDAの要請で、本プロジェクトの研修に
も、当初、東部支局の技術者が3数名参加した。（報告書）

調査結果

・　日本の無収水削減技術は、世界のトップランナーであり、最高水準、比較優位を保持している。

・　ANDAは慢性的な赤字経営で政府からの補助金で補てん（2007年度実績1,760万ドル、2008年で3420万ドル）されていることが常態化している。わが国より、個別専門家「主要都市上水供給改善計画」が派遣され
（2007年1月～8月）、ANDAの事業改善のための現状分析とアクションプラン策定支援が行われた。その中で、優先的に解決すべき課題とされたものは、以下のどおりである。①無収水が40.8％（2008年）あると推定され
ており、非効率な電気消費に起因する割高な維持管理費や低い水道料金の設定と相まって、ANDAの経営を圧迫している。②給水設備の供給能力・水資源量の不足により多くの地域において間欠給水となっている
（時間給水）。③全国で82.7％の人口がさまざまなレベルの衛生設備にアクセスすることができる。全国に9カ所の下水処理場があるが、これはANDAが供給している水量の8％に相当するものである。（インセプションレ
ポート）
・　フランス：　1997～1999年にフランスの支援で無収水削減プロジェクトを実施している。その後、あまりにコストがかかるためにフォローアップできなかった。本プロジェクトでは、従来の手法を一歩前進させて、モデル
区画において十分な基礎データを収集したうえで、その結果を反映させた後、より現実的な対策を実施する実践的パイロット区画を設定し、無収水削減対策の費用帯効果を計算し、将来的に全国展開する無収水削減
計画を策定する。(インセプションレポート） / 過去のフランスによる協力は、全国展開はできなかったものの、技術移転を受けた人材は残っており、主導的メンバーとしての協力が期待できる（事前事業評価表）
・　ルクセンブルグ：　ルクセンブルグが2006年から東部支局において、無収水削減を含む能力強化プロジェクトを実施しているため、本プロジェクトには、協力対象地域に東部地域を含めていない。（インセプション2－
13、3－17）、　/ ルクセンブルグによる協力のノウハウ、場合により機材等も活用できる（事前事業評価表）
・　米州開発銀行:  IDBの指導によって地方分権化が推進され、全国を4つの支局（首都圏、中部、西部、東部）に組織化された。（インセプションレポート）

・　NRW削減対策は、上水道のサービスとアクセスの拡大に資する水資源の配分を支援するものである。
・　NRW削減対策は、既に、ANDAの年間計画に含まれている。（CPインタビュー、技術部長）

・　ANDAの組織目標である都市部と農村部の上下水道のサービスとアクセスの拡大は、「エ」国政府の「国家5カ年計画」と整合しており、本プロジェクトは、ANDAの組織戦略計画（Plan Estrategico Institucional　2009～
2014）に挙げられている5つの戦略目標のうちの「IV.サービスと効率的な顧客への対応」及び「V.近代的な運営・管理及び独立採算制による公的サービス組織としてのANDAの強化」に対応している。（国際協力局長イン
タビュー）
・　フネス政権の5カ年計画（Plan Quinquenal）では、10目標の1として、「最貧困100市の上水普及率を80％まで拡大する」ことが挙げられている。（国家5カ年計画）
・　ANDAは、慢性的な赤字を欠けており、その経営改善のためには、無収水率と電気料金の削減は、必要不可欠である。（報告書）
・下水道計画の上位計画はUrban Development Planで、この中に下水道計画は含まれていない。また、現状で、下水道計画といえるものはなく、過去において、1995年と2000年に下水道に関して、全国的な初期調査を
行ったのみである。計画策定のための計画指針もなく、ANDAの技術規定のみである。（報告書）

・　水と衛生に関する拡大パートナーシップ・イニシャティブ（WASABI）の包括的な取り組みの1つである、「安全な飲料水と衛生の供給」に本件は該当する。また、基本方針①水利用の持続可能性の追求、③能力開発
の重視、⑤現地の状況と適正技術への配慮、にもあてはまる。WASABIを受けて策定されたJICA水資源分野の4つの開発戦略目的の内、「孤立性と安全・安定性を考慮した水供給」にも該当する。（外務省HP)
・　「エ」国における日本の援助重点分野は、1．経済の活性化と雇用の拡大、2．持続的開発のための環境保全、3．社会的脆弱性の改善であり、本件は2．に位置づけられ、過去の個別専門家の低減を踏まえて、より
組織的かつ効果的な支援を目指すものである。（JICAエルサルバドル事務所）
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調査小項目 調査の視点/調査事項

プロジェクト目標の達成予
測

投入・成果の実績、活動の
状況に照らし合わせて、プ
ロジェクト目標は達成され
る見込みがあるか？

プロジェクトで設定されてい
る（4）アウトプットは、プロ
ジェクト目標を達成するた
めに十分であったか？

プロジェクト目標の達成へ
の促進・阻害要因、成果・
外部条件との因果関係

・　プロジェクトの成果は、プロジェクト目標を達成するために貢献したといえる。実践的パイロット区画での無収水削減対策では、目標の無収水率35％を超え、平均49％まで達成したほか、首都圏支局、中部支局、西部
支局ともに新たな区画の無収水削減事業を計画しており、既にANDA本部に2012年分の予算申請を行っている。（CPインタビュー）
・　無収水削減長期計画（案）、上水道設備の節電計画（案）も作成されている。　無収水削減長期計画（案）では、地域支局では12年で25%まで削減、首都圏支局では25年で25％まで削減することを目標としており、
2012年から5年間の予算案も作成されている。（CPインタビュー）
・　無収水削減長期計画（案）及び上水道設備の節電計画（案）、無収水削減マニュアル（案）、節電マニュアル（案）、下水道整備計画策定マニュアル（案）が正式に活用されるためには、ANDA理事会の承認が必要であ
る。（CPインタビュー）

（促進要因）
・　適切な技術知識・経験を有する日本人専門家が派遣されたこと、また、各チームがそれぞれの異なる目標、期待される成果、方法論、スケジュールを正しく理解したことが挙げられる。（第1年次業務完了報告書3頁）
・　「無収水対策」、「節電」の問題は、多様な側面を持つ問題点の集合体であるが、それらを包括的に理解し、網羅的に取り組んだ。「無収水対策」と「節電」の間にも関連性があり、双方のアプローチがANDAの経営改
善にシナジー効果をもたらす方向性を目指している。（インセプション）
・　他のチームが何を行っているのかを学ぶことができ、ミーティングによって、シナジー効果が齎された。（CPインタビュー）
・　NRW削減を行うことで、漏水を防ぐとともに、節電にも貢献する。また、送電システムのコンロと‐ルを行うことで、漏水の削減にも貢献する。チーム内での、成果の共有は、メンバーの意識を高め、プロジェクト効果に
貢献した。（専門家）
・　活動の異なる6チーム（首都圏支局、中部支局、西部支局の各無収水アクションチーム、無収水削減計画策定チーム、節電対策チーム、下水道整備計画策定チーム）が本プロジェクトの目標を達成するにあたり、専
門家チームが全チームと定期的なミーティングを開催し、プロジェクトの進捗を共有したことは、プロジェクトの目標達成に貢献した。（専門家）
・　本邦研修は、日本が50年かかり、達成してきたプロセスを実際に見ることで、プロジェクトに対する更なるモーティベーションが高まった。（インタビュー）
・　実際に、NRWのデーター、節電データなどを把握したことは、業務の役にたち、刺激となった。（CPインタビュー）

（阻害要因）
・　プロジェクトの目標を阻害する要因は見当たらない。（CPインタビュー）
・　しいて言えば、外部条件において、2010年6月の大統領選挙によって行政組織の上層部が変更、また、無収水削減アクションチームのＣＰは政権の交代により、50％は変化した。しかし、プロジェクトに対する影響は
少なかった。（チームまた評価分析者は、新しく入った職員ががんばったのではないかと考えられる。/ 専門家）
・　節電対策チームは、約10名だが、選挙による変化はあまりなかった。

＊「プロジェクト実績」を参照

2．有効性（Efectiveness)プロジェクトの実施により期待される効果が発現したか？

因果関係

調査結果

－
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調査小項目 調査の視点/調査事項

因果関係

アウトプットを産出するため
に十分な活動は行われた
か？
活動からアウトプットに至る
までの外部条件は現時点
においても正しいか？　外
部条件による影響はなかっ
たか？

活動を行うために過不足な
い量・質の投入がタイミン
グよく実施されたか？

投入のタイミングの問題
（例：機材調達の遅れ）にど
のように対応したか？

その他 その他

タイミング

・　　NRWパイロット区画の資機材の納入が遅れたことに加え、ANDA側の内部手続きに時間がかかった。7週間ほど遅れて、管網整備が完了した。（第3年次完了報告書）
・　本邦研修員（施設管理）が突然のキャンセルになった。また、手続きの遅延によりビザ取得が遅れ、チケットのキャンセル及び変更に係る費用が発生した。（中間レビュー）

・　無収水削減技術の活動では、モデル区画で専門家がOJTを行い、実践的パイロット地区ではANDAのCPが主体となって活動を行ったことで、二段階の念入りな技術移転が行われ、その手法は、高く評価される。（CP
インタビュー）
・　すべてのチームメンバーは、プロジェクトの活動だけでなく、日々の業務に対する責任もあるが、できるかぎり、プロジェクトのミーティングに参加した。（CPインタビュー）
・　他の類似プロジェクトの教訓に関しては、本プロジェクトで生かされているといえる。（他のプロジェクトの事例の提言）　1997～1999年にフランスが首都圏支局を対象に、パイロットエリアでのOJTを主とする無収水対
策プロジェクトを実施したが、全国展開を考慮した使用となっていないため、対象地域の技術向上に留まった。また、2006年からルクセンブルグが東部地域支局に対して同様の無収水対策プロジェクトを実施している
が、フランスのプロジェクトと同様の課題があるため、本件では、それを補完する形となる。（事前評価表）/ 過去のフランスの援助事例では、調査対象地域の大きさに加えて、ANDA側の工事負担も大きかったことから
継続されなかった。（1年次完了報告書）

・　プロジェクトの活動を行うための投入は、量、質、投入のタイミングとともにおおむね適切であった。（CPインタビュー）
・　アウトプットを生み出すために、十分な活動が行われた。節電チームでは、研修と現実の作業に加えて、ラス・パバス浄水場のマニュアルも作成し、効率的に技術を学ぶことができた。（専門家）
・　NRW削減対策長期計画及びマニュアルのアップデ‐トを含めたフォローアップの必要性がある（CPインタビュー）

調査結果

・　十分な活動が行われ、アウトプットは適切であった。（中間評価質問票ANDA)
・　日本人専門家が良い意味でのプレッシャーをかけてくれたので、終わらせることができた（CPインタビュー）。
・　活動からアウトプットに至る外部条件に関しては、2009年6月、政権の交代により、ANDAの幹部がほぼ全員交代したほか、首都圏支局の無収水削減アクションチームでも、約半数のメンバーが交代したため、プロ
ジェクトへの影響が懸念されたが、大きな問題及び遅延はなかった。また、JICA事務所及び専門家チームの努力により、新政権幹部のプロジェクトへの理解と促進も、徐々に確保された。（報告書）

3．効率性（Efficiency)プロジェクトは効率的に実施されたか？

－
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調査小項目 調査の視点/調査事項

上位目標の達成見込み

投入・成果の実績、活動状
況、プロジェクト目標の達
成状況に照らし合わせて、
上位目標（「ANDAの上水
道事業の効率的な運営管
理能力が強化される」）は、
発現が見込まれるか？そ
の達成を阻害する要因は
あるか？

政策の策定と法律・制度・
基準などの整備への影響
はあるか？

経済面への影響はある
か？

環境保護への影響はある
か？

技術面での改革による影
響はあるか？

対象社会、プロジェクト関
係者、受益者への経済的
影響はあるか？

広報活動によるプラスの影
響はあるか？

本プロジェクト実施による
マイナスの影響はある
か？

4．インパクト（Impact)プロジェクト実施により上位目標の達成が見込まれるか？

波及効果

・　下水と環境保護の関係に関しては、下水道計画マニュアル作成では、環境省は規則の策定を行う組織なので、意見交換などは行われていない。（CPインタビュー）

・　本プロジェクト最大のインパクトは、漏水・盗水防止作業とメータ取替作業による損失水の削減及び節電対策による電力消費効率の向上により収益の改善が図られたことと、無収水対策により、余剰水資源を他の地
域に回すことができるようになったことである。（CPインタビュー）（専門家）
・　無収水削減事業により、ANDAの管理は効率的に行われるようになった。節水と節電により、水資源の供給が拡大された。（専門家）

・　「エ」国、ANDAに適応した節電対策手法を採用し、既存設備の運用の見直しに集中し、コンデンサーを付けるなどの、節電対策のために多額に施設投資を必要とする節電対策手法は行わなかったが、それでも、新
しい技術を習得したとの意見が多かった。（節電チームは、給水を続けながら、節電を行う技術を習得した。）日本では、新しい技術ではないが、ANDAでは、新しい技術である。（CPインタビュー）
・　NDA組織の変化に関しては、今までは、応急処置的な仕事が多かったが、本プロジェクトのような、無収水削減事業を行い、無駄を省くようになった。（CPインタビュー）

・　ハウスメータの取り付けでは、顧客は、請求書金額の増加を懸念したが（「エ」国では、ハウスメータは、顧客が支払うが、本プロジェクトでは、ハウスメータは、無料とした）、そうでないことが分かると、プロジェクトに理
解を示し、また、間欠給水が減り、満足している。（CPインタビュー）
・　NRWチームが行ったサーベイ（質問票）によると、人々は、ANDAが漏水を対応しており、ANDAが上水の管理を行っていることを高く評価している。プロジェクトは、顧客に対しても、（新しいメーターをつけたことで）節
水に対する意識の変化をもたらした。（CPインタビュー）

調査結果

・　プロジェクト事態のマイナス影響はでていない。

・　本プロジェクトは、ANDAの新政策及び新規則にも影響を与えている。例えば、本邦研修で、日本では、山間地域に貯水場を設けており、そのアイデアは、ANDAの規則に取り入れられた。（CPインタビュー、技術部
長）、
・　本プロジェクトを通じ、GISを利用した近代的な上水道の運営・管理を行うために、ANDA内に配管図ユニットが発足された。（CPインタビュー、専門家）
・　公園や市役所におけるサービスは、今までは、ANDAでは、管理していなかったが、本プロジェクト以降、管理を行っている。（CPインタビュー）

・　上位目標は、無収水削減策定長期計画（案）、節電計画（案）、それぞれの技術マニュアルがANDAの理事会で承認されれば、無収水削減策定長期計画によって、NRWの実施コスト（資材、作業員）が保障されるの
で、達成する見込みが高まる。（CPインタビュー）
・　上位目標の達成を阻害する要因はみられない。
・　NRW削減策定チームによると、既に、ANDAでは、165,000個（約US$500,000）のハウスメータを購入しているおり、2012年度中には、300,000個を購入する計画である。（CPインタビュー）
・　下水道マニュアルに関しても、既に8カ所の下水道施設の建設に使用している。（CPインタビュー）

・　メータを付けたことで、人々は水を大切にするようになった。（CPインタビュー）
・　ANDAが給水を適切に管理しているということを人々は知った。（CPインタビュー）

－
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調査小項目 調査の視点/調査事項

上下水道分野における
「エ」国政府の政策支援
は、協力終了後も持続する
か？

上下水道関連の規則、法
制度は、整備されている
か？整備される予定か？

本プロジェクトの効果が対
象地域以外に普及する取
り組みが保障されている
か？

組織・財政面

協力終了後も効果を挙げ
ていくための活動を実施す
るに足りる組織能力は十
分にあるか？（人材配置、
意思決定プロセス等）、ま
た、必要な経常経費を含む
予算は確保されている
か？（無収水削減に関する
予算は、全予算のどの程
度を占めているか？）

プロジェクトで用いられてい
る技術手法は、受け入れ
つつあるか（技術レベルの
適切性、社会的・慣習的適
切性等）

資機材の維持管理は、適
切に行われているか？
（CPが単独でできるように
なるか？）

移転した技術の定着と普
及の仕組みとしてマニュア
ルがありますが、実際にマ
ニュアルが維持されていく
ために、何か特別な工夫
はありますか？

その他
自立発展性を阻害するそ
の他の要因はあるか？

技術面

政策・制度面

・　水法（Ley de Agua / Water Law)は、まだ、作成中のプロセス段階にある。CEL、公共事業省、ANDA等、11の組織が関係している。11組織が大統領府によって、技術・法律的なことを担当し、市民にも意見を聞きなが
ら整備中である。あとは、国会次第である。水の法律は、傘となるので、これによってANDAの役割がかわることはないが、それによって、「サブ」の法律が発効されるので、その役割が決めてとなる。例えば、灌漑、上下
水道、河川の管理など、水の使用方法により、「サブ」の法律が変わる。（国際協力局長）
・　上下水道の問題の中には法制度に関するもの（料金改定システム等）など、ANDA独自で解決できないもののある。（報告書）

調査結果

・ANDAの方針は、都市部及び農村部の上下水道のサービスとアクセスの拡大であり、本政策は、協力終了後も持続する。（国際協力局長）

5．自立発展性（Sustainabiligy) プロジェクトの効果は、プロジェクト終了後も継続・発展していくか？

・　現時点では、特になし。

・　無収水削減事業を行っている3 支局ともに実践的パイロット区画を終了した後、無収水削減長期計画（案）に基づき、事業を拡大しようとしている。首都圏支局、中部支局、西部支局の無収水削減対策チームは、既
に、2012年度に無収水削減対策を実施するサイトを選択しており、ANDA本部に予算申請を行っている。また、ANDA本部では、「無収水削減対策長期計画（案）」に従い、2012年までに30個の水量メータ購入計画を立て
ており、本年4月には、既に9万個を購入し、今年度中にさらに175,000個を購入する予定である。（CPインタビュー、技術部長）

・　専門家の技術は、ANDAから高い評価を得ており、ANDAの職員も技術の応用に関心が高い。（報告書）
・　ANDAの職員は、新技術を認めて、その適切な応用に関心を持っている。（CPインタビュー）

・　（NRW削減対策）ハウスメーターの重要性、また、漏水に対する意識が高まった。（専門家）
・　（節電対策）「コンデンサーをつけて力率を解析する」というようなことは、ＡＮＤＡは行っていなかった。従って、本プロジェクトは、新しい知識による節電対策に付加価値を付けたと言える。流量測定、流量管理をするこ
とが重量であることに対する上層部の理解が必要である。（流量が必要だという意識）ンプを管理することによるポンプの効率も重要である。ＡＮＤＡが小規模発電を行うというはなしもある。（専門家）
・　（下水チーム）既に知っていることではあったが、マニュアル作成に関する内容の指導は役立った。（ワークショップとは、ＪＩＣＡ専門家が行うことで、セミナーは最後に1回、ＣＰが行うものである。）

・　適切に行われている。

・　2010年10月に実施された中間レビューの段階で、下水道整備計画策定マニュアルは、ANDAの技術スタッフにより精査され、既に、少なくとも8つの地域で活用されている（中間レビュー）。
・　無収水削減マニュアル及び節電マニュアルともに、将来のアップデート方法に対し、何らかの支援があると良い。（CPインタビュー）
・　「無収水削減対策長期計画（案）」及び「節電計画（案）」、本プロジェクトで作成した技術マニュアルの承認に関しては、ANDAは特別理事会を開き、プロジェクト終了前に承認することを約束している。（CPインタ
ビュー）

・　ANDAは、本プロジェクトの成果を引き続き、拡大する意向を示している。本プロジェクトで策定された「無収水削減対策長期計画（案）」及び「節電計画（案）」がANDAの理事会で承認されれば、予算を中央政府に申請
することが可能になる。他方、ANDAでは、「無収水削減対策長期計画（案）」に従い、既に、水量メータを購入し、プロジェクトの拡大に向けて、準備を行っていることが確認された。米州開発銀行（IDB）及びスペイン国際
開発庁より資金協力を取り付けており、2012年実施分の無収水事業の一部は、既に、確保されている。しかしながら、ANDAの無収水削減予算は全体の約6.3％であり、大きく変更する予定はないとのことから、ドナー連
携を通じた積極的な予算の確保が必要である。（国際協力局長）
・　国会で承認されたANDAの予算区分に、2011年以降、「上下水道システムのリハビリと再建設」という区分ができている。（財務省予算）
（・　電力問題に関しては、CEL, GTZ, ベルギーは融資3000万ユーロを検討中。）（JICAエルサルバドル事務所）
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